
中央防災会議（国の機関）による地震防災基本計画の見直しに伴い、平成16年1月5日から東海地震に関連する情報
が変更されました。
これまでは、異常データを観測した段階で「観測情報」を出し、警戒宣言の直前で地震の可能性が高くなった段階

で出す「大規模地震関連情報」の2段階の地震情報の公表であったものを、地震の予兆を捕らえた場合、発生の切迫度
に応じて「観測情報」「注意情報」「予知情報」という3段階の地震情報が公表されることになりました。
発表される情報名とそれぞれに応じた主な防災対策は、次のとおりです。
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